
 

 

 

（１）事業名称等 

    

【事業名称】 神楽坂界隈らしさを形成する文化的建造物の登録と維持活用事業 

【実施団体】 NPO法人 粋なまちづくり倶楽部 

【事業経費】 986,000円 

【事業領域】 文化財保護の新たな体制づくり 

 

（２）事業の目的 

１）事業に至るまでの経緯と背景 

 ＪＲ山手線の中心に位置する都心の街、神楽坂界隈は、江戸時代からの街割りを今も伝える歴史の

古いエリアである。だが、太平洋戦争の東京大空襲により、界隈の殆どが焼け野原と化してしまった

がために、建築物に関しては、歴史的・文化的価値について街の中で議論されることなく過ぎてきた。

このため、築淺とはいえ、街を訪れる人々の目には、神楽坂らしさを醸し出している魅力ある建物も、

老朽化や相続等を理由に、次々と取り壊される事態が続いてしまっている。 

 この状況を改善するため、当団体では、地域の景観に貢献している建物について価値を再評価し、

国登録有形文化財として登録することを目標に、平成２２，２３年の２カ年にわたり、新宿区の協働

事業提案制度を活用して積極的に神楽坂界隈の文化・歴史的に価値ある建物の保全活用活動を展開し、

４,０００棟以上の現地踏査を行った。その成果として、現在、伝統芸能の拠点施設や、料亭建築、戦

後の新しい息吹を醸し出している現代住宅など、７件が国登録有形文化財に登録されるとともに、よ

うやく地元でも歴史的文化的建物に対する関心が高まり始めつつある。 

 

２）本事業着手前の課題 

 当団体の登録有形文化財を神楽坂界隈に増やしていく文化活動は、もともとまちづくりの一環とし

て取り組んできたものであり、これにより地域住民が地域への誇りと郷土愛を再び取り戻していくこ

とで、神楽坂らしい街の姿が保全されていくことを大きな目標としているものである。このためには、

７件に留まらず、地域文化資源としての魅力的な建物をできるだけ多く見つけ出し、それらをまちづ

くりの中に活かしていくことが重要なこととなる。 

 しかし、まだこの活動は着手して間が無く、次のような課題を有していた。 

 ○地域に文化のまちづくりと登録有形文化財についての関心が十分に醸成できておらず、活動が当

団体を中心とした特殊なものに留まっている。 

 ○今後、更なる活動を展開していくためには、この活動の担い手となる知識やノウハウを有したメ

ンバー数を増やしていかなければ対応力が不十分で、かつ持続性に課題が残る。 

 ○この活動により登録有形文化財の所有者となった人達へのアドバイスや相談に応えて、文化財の

活用を進めていく体制をつくっていかなければ活動自体への信頼性が確立していけない恐れがあ

る。 

 

３）本事業で掲げる目的 

 以上の課題を解決し、当初のまちづくり目標を推し進めていくため、本事業では次の目標を掲げる

こととした。 
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○過去に実施した活動により得た調査成果やノウハウを引き続き地域内に普及する活動を推し進

め、地域内に共感者を増やして、登録有形文化財抽出調査や活用のための活動メンバーまたはパ

ートナーとして養成し、レベルアップしてもらう。 

○登録有形文化財所有者が建物の維持保全や活用等について心配事や悩み事を抱えず、安心して長

く建物を保全・所有していくことができるよう、常設型の相談や助言、提案のためのサポート体

制を構築する。 

○引き続き、神楽坂界隈ならび周辺地域で登録有形文化財に関する情報の普及啓発活動を拡充して

いくとともに、この活動が、ある特定の地域の特別なものではなく、新宿区内の他の地域や近郊

地域にも通用する文化のまちづくりであることを呼びかけ、登録有形文化財の拡充活動の基礎と

なる社会的環境の形成を目指していく。 

 

（３）事業活動の内容 

 上記目標の達成に向けて、平成２４年度は以下の３つの事業を実施した。 

１）登録有形文化財制度に関する神楽坂界隈住民や区民への情報提供イベントの開催 

① 第１回 シンポジウム（開催日 平成２４年１０月２０日１３時半～１６時半） 

  ・会場 高齢者福祉施設「神楽坂」１階地域交流スペース 

  ・テーマ：「神楽坂の登録文化財めぐりと文化のまちづくり」 

１部 神楽坂界隈の国登録有形文化財と文化的建物めぐりエクスカーション 

   神楽坂の登録有形文化財と歴史的界隈の見学ツアー 

２部 文化のまちづくりパネルディスカッション 

      パネリスト 鈴木喜一氏 （登録有形文化財所有者／建築家） 

            鈴木俊治氏 （ハーツ環境デザイン代表取締役／都市計画家）  

            松井大輔氏 （東京大学大学院西村・窪田研究室） 

      ファシリテーター 山下馨氏 （山下馨建築アトリエ代表取締役／建築家） 

② 第２回 シンポジウム（開催日 平成２５年２月３日１３時半～１６時半） 

・会場 東京理科大学森戸記念館１階第２ホール 

・テーマ：神楽坂・文化のまちづくりシンポジウム「文化の息づくまちづくり」 

１部 基調講演 「文化の息づくまちづくり」西村幸夫東京大学大学院教授 

２部 パネルディスカッション 

       パネリスト 北見恭一氏 （新宿区学芸員） 

             渡邉義孝氏 （風組・渡邉研究室主宰／建築家） 

             寺田弘氏  （粋なまちづくり倶楽部理事長） 

       ファシリテーター 西村幸夫氏 （東京大学大学院教授） 

２）文化財保護活動に関わる専門家の育成講座の開催（文化財調査専門家養成コース、略称「スペシ

ャリスト養成講座」５回シリーズ）※開催会場は、５回とも高齢者福祉施設「神楽坂」 

 ①第１回 （開催日 平成２４年８月２１日１９時～２１時） 

・テーマ：神楽坂の文化のまちづくりと国登録有形文化財 

   ・講師 山下馨氏 （山下馨建築アトリエ代表取締役／建築家） 

 ②第２回 （開催日 平成２４年９月１８日１９時～２１時） 

・テーマ：地域の歴史と文化的建物の見分け方 

   ・講師 伊郷吉信氏 （自由建築研究所代表取締役／建築家） 

 ③第３回 （開催日 平成２４年１１月２０日１９時～２１時） 



・テーマ：文化的建物の伝統技法と材料 

   ・講師 伊郷吉信氏 （自由建築研究所代表取締役／建築家） 

 ④第４回 （開催日 平成２４年１２月１８日１９時～２１時） 

・テーマ：文化的建物の修繕と耐震対策 

   ・講師 伊郷吉信氏 （自由建築研究所代表取締役／建築家） 

 ⑤第５回 （開催日 平成２５年１月１５日１９時～２１時） 

・テーマ：登録文化財の調査、申請、活用 

   ・講師 山下馨氏 （山下馨建築アトリエ代表取締役／建築家） 

３）登録有形文化財所有者への維持・保全・活用等の支援に関する学習会（文化財活用人材養成コー

ス、略称「サポーター養成講座」５回シリーズ） 

①第１回 （開催日 平成２４年８月１７日１９時～２１時／会場 高齢者福祉施設「神楽坂」） 

・テーマ：区内の登録有形文化財紹介 

   ・講師 北見恭一氏 （新宿区学芸員） 

 ②第２回 （開催日 平成２４年９月４日１９時～２１時／会場 高齢者福祉施設「神楽坂」） 

・テーマ：国の文化財に関する支援策と実例 

・講師 渡邉義隆氏 （風組・渡邉研究室主宰／建築家） 

 ③第３回 （開催日 平成２４年１０月２日１９時～２１時／会場 旧常盤家本館） 

・テーマ：建物の修繕と維持方策 

   ・講師 伊郷吉信氏 （自由建築研究所代表取締役／建築家） 

 ④第４回 （開催日 平成２４年１１月６日１９時～２１時／会場 高齢者福祉施設「神楽坂」） 

・テーマ：まちづくりにおける登録文化財の活用 

   ・講師 神原庸介氏 他 （東京大学大学院西村・窪田研究室）  

 ⑤第５回 （開催日 平成２４年１２月４日１９時～２１時／会場 矢来能楽堂） 

・テーマ：文化財所有者への支援方策と今後 

   ・講師 後藤治氏 （工学院大学教授） 

 

（４）事業の成果 

 本事業の実施により得た知見や成果は次のようなものである。 

１）公開イベント（公開シンポジウム） 

  １回目のシンポジウムは、神楽坂の秋のイベントである「まち飛びフェスタ」の参加イベントと

して広報するなどしたが、却って他のガイドイベントと競合して一般の参加者は少なく、まちづく

り研究者など専門的関心のある人が参加するものとなった。しかし、パネリストに招いた所有者を

交えて、財源や呼びかけ方策など文化財保存活動上の具体的な問題点について意見を多く聴くこと

が出来た。第２回目は、ブータンから帰国直後の西村教授からブータンにおける文化への考え方や

日本国内のいろいろな取り組みについて情報提供いただくとともに、パネルディスカッションでは

区行政上の取り組み、尾道や東北での事例など、登録有形文化財にまつわる広範な情報交換が実現

できた。このような広い情報について参加者からも好評を得ることが出来た。 

２）スペシャリスト養成講座 

  ５回にわたる技術者養成講座は、実務に詳しい講師による多くの事例紹介とともに、文化的建物

の修繕における技術の伝承、材料の調達、所有者に関わる状況など、多くの困難な状況があること

が理解でき、講座プログラムとしては内容の充実したものとなった。参加者は当初予定数の半数程

度にとどまったが、そのかわり専門的知識のない参加者からの質問にも十分に応えることが出来る



こととなった。 

３）サポーター養成講座 

  参加者は当初予定数前後であり、登録有形文化財所有者の参加と、５つの建物見学への協力を受

けることが出来た。 

  活用については、現在の登録建物は全て活用されているため新たな提案について参加所有者にア

ドバイスすることは無かったが、修繕、国の支援策などについて意見交換することができた。また、

当初想定していたとおり、登録文化財保護に関する常設型の相談・支援体制の構築と、所有者の交

流ネットワークの構築、持続的な文化財保護活動について要請された。 

  参加者の７割ほどは一般参加者であり、文化財調査活用への関心を持つ人が地域に増加したこと

を感じ取ることが出来た。 

 以上３つの活動によって、現在登録有形文化財が置かれている社会的状況や、保全技術上の課題が

明確になったとともに、所有者支援体制の先行事例が意外と少ないこと、保全支援に関心のある建物

所有者は広範囲におり、神楽坂界隈での支援体制が整備始めた場合には域外からの相談もいろいろと

かかってくる可能性があることなど、所有者支援体制の方向性やあり方についてヒントを得ることが

出来た。 

 

（５）事業実施後の課題 

 本事業の実施について、次のような改善の必要を感じた。 

 ①公開シンポジウムについては、テーマや講師、パネラー等については問題はなかったが、開催時

期、本テーマに関心を持つ人たちに届きやすい広報の方法について工夫が必要と感じた。 

 ②約半年の間に２シリーズ合計１０回の講座（１月に２度の頻度）を企画したことは、参加者の時

間的負担、講座テーマの類似表現などを引き起こし、やや無理があった。また専門家養成を意図

して当初参加募集を連続参加が可能な人に絞ったことも参加者が少なかった一因と考える。 

 ③サポーター養成講座は、建物見学・訪問などと講座とを組み合わせたことから、一般参加者の興

味を背景に活気のある事業となり、企画については成功したものと考える。但し、所有者の講座

への参加は予定より少なく、呼びかけの仕方が弱かったものと考える。 

 ④スペシャリスト養成講座は、毎回当初予定数の半分程度といまひとつ奮わなかった。テーマを専

門的に設定しすぎてしまったことなど、一般参加者にはハードルが高すぎた嫌いがある。 

 

（６）今後の展開 

本取り組みの最終目標は、地域内の住民を巻き込んだ調査体制の形成と、所有者の支援体制を構築

することにある。２年目は、今回好評だった見学などとの組み合わせなど講座やシンポジウムのプロ

グラムを見直し、調査や修繕等の実技ワークショップなどを追加して登録文化財調査・申請・フォロ

ーアップ等の体制固めのための事業を推進していくとともに、建物保全活用に関する手引き書の作成、

インターネット等を用いた所有者への具体的な問い合わせに応えるための相談窓口の開設などに着手

したい。なお、活動の地域基盤を広げていきやすいよう、技術的に専門的すぎるテーマについては、

易しい内容に改めて再度、住民参加を促していく予定である。 

 

（７）その他 

 文化財の活用方法は本来多様であり、神楽坂のような歴史的界隈においては、各建物の活用の他、

路地や街並みそのものについても同様の文化財登録が可能となり、その結果、文化と歴史性を打ち出

した文化のまちづくりへと広がっていけば望ましいと考えている。 


